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１．開発の目的  

配筋施工図は鉄筋の詳細情報を含む施工用の図面

で，鉄筋の形状や継手の位置・使用，補強筋の配置な

どの情報を反映したものである．従来，配筋施工図

は，設計担当者が基本設計図に書き込む等の方法で

配筋施工図作成に必要な情報を示し，それを基にオ

ペレータが 2 次元の配筋施工図を作成するのが一般

的であるが，このプロセスにおいては下記の課題が

ある． 

・同じ構造部材（壁，床等）でも施工スパン割や仮設

開口等の施工計画に応じて複数の施工図を作成す

る必要があり，作図に多大な労力を要する． 

・施工計画の変更に伴い，幾度も図面の修正が必要

となる． 

・鉄筋の詳細情報を含むため図面が煩雑となり，作

図におけるミスが発生しやすい． 

近年，建設生産プロセスにおける BIM/CIM の活用

がさらに加速している状況も鑑みると，上記の課題

を解決する配筋施工図の 3 次元モデル作成手法の確

立が望まれる．本開発では，詳細設計におけるモデリ

ングの効率化を目的に，配筋施工図の 3 次元モデル

の自動生成システムを構築・提案する． 

 

２．開発するシステムの概要  

従来の手法と本開発で目指す配筋施工図の作成プ

ロセスの比較を図-1 に示す．パラメトリックモデリ

ングとは，あらかじめ構造物の寸法等をパラメータ

として定義し，パラメータの変数を入力することで 3

次元モデルを作成・修正する手法である 1)．モデリン

グの効率化に資する技術として，国土交通省におい

てもパラメトリックモデリングの試行からソフトウ

ェア実装に向けた検討が進められている 2)．本システ

ムでは，施工図作成に必要な情報をパラメータデー

タとして整理し，パラメトリックモデリングにより 3

次元モデルを自動生成する． 

図-2 に開発するシステムの構成を示す．本システ

ムでは，モデリングは Revit3)で実施することを想定

し，パラメトリックモデリングは Rhinoceros４)上で動

作するプラグインである Grasshopper を利用する．

Rhinoceros では，Revit のアドオンとして Rhinoceros

の機能を実行する Rhino.Inside.Revit を提供しており， 

 

 

図-1 配筋施工図作成プロセスの比較 

 

 

図-2 開発するシステムの構成 
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これにより Grasshopper を用いたパラメトリックモ

デリングを Revit と連携して実施可能である．システ

ムの利用フローについては，まず Revit で作成した躯

体外形を示した 3 次元モデルに対して，配筋施工図 

作成の対象となる躯体の選択を行う．その後，プログ

ラムを実行すると，該当するパラメータデータを読

み込み Revit 上に配筋施工図の 3 次元モデルを自動

生成する． 

 

３．開発内容と検証  

本システムは，地下鉄駅舎躯体を対象に開発を実

施した．開発にあたっては，まず現場で作成した 2 次

元の配筋施工図を参考に，配筋施工図のモデリング

に必要なパラメータの項目を設定した．表-1 に壁（地

中連続壁）を対象としたパラメータデータの例を示

す．表-1 において 1 行目がパラメータの項目（固定

値）であり，モデル作成の際には 2 行目以下に各種

数値を入力する．尚，パラメータデータは csv 形式と

した．続いて，3 次元モデルの自動生成プログラムを

Grasshopper 上に構築した．図-3 に開発したプログラ

ムの例を示す．プログラムは鉄筋の種別（主筋，配力

筋，剪断補強筋等）毎に実行できるよう構築し，指定

したフォルダ内に保存されたパラメータデータを読

み込む仕様とした． 

検証については，地下鉄駅舎躯体のサンプルモデ

ルを用意し，開発したプログラムが正しく機能する

かを確認した．図-4 に地中連続壁を対象とした配筋

施工図の自動生成状況を示す．プログラムの実行に 

 

表-1 パラメータデータ例 

項目 鉄筋径 ピッチ 本数 形状 No． … 
主筋 1 22 130 10 01  

主筋 2 25 130 10 01  

…      

 

 

図-3 プログラムの例 

より，Revit 上で 3 次元モデルが自動生成可能なこ

とを確認した．また，生成されたモデルとパラメー

タデータの入力値との対応も問題ないことを確認し

た（図-5）． 

 

 

図-4 配筋施工図の自動生成状況 

 

 

図-5 モデルとパラメータとの対応 

 

４．まとめと今後の展望  

開発したシステムは，現在海外地下鉄工事での現

場実装を進めている．今後は，順次対象部材の拡大を

図るとともに，パラメータデータの作成を簡素化す

るツールの開発にも取り組み，ユーザビリティの向

上と利用現場の拡大を目指す． 
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